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ポ
ー
ル
に
日
の
丸
を
！
」
を
合
言
葉
に
、
支
援
・
協

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

全
国
の
地
方
自
治
体
が
「
地
方
創
生
」
を
求
め

ら
れ
る
中
で
、
東
御
市
と
し
ま
し
て
は
、
湯
の
丸

高
原
や
海
野
宿
、
芸
術
む
ら
公
園
な
ど
、
標
高
差

１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
に
点
在
す
る
豊
か
な
観
光
資
源

や
、
ぶ
ど
う
、
米
、
く
る
み
等
の
農
産
物
や
特
産
品

な
ど
、
地
域
の
自
慢
の
宝
を
再
発
見
・
再
認
識
し
、

そ
れ
ら
を
最
大
限
に
活
か
す
取
り
組
み
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
「
一
人
の
百
歩
よ
り
百
人
の
一
歩
」
を
胸
に
刻
み
、

第
２
次
東
御
市
総
合
計
画
の
将
来
都
市
像
「
人
と
自

然
が
織
り
な
す　

し
あ
わ
せ
交
流
都
市　

と
う
み
」

を
実
現
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
様
と
一
緒
に
知
恵
を

出
し
合
い
何
事
に
も
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
将

来
に
夢
と
希
望
が
持
て
る
豊
か
な
ま
ち
と
な
る
よ
う

「
持
続
可
能
な
美
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
お
一
人
お
ひ
と
り
が
、
自
ら
の

目
標
や
夢
を
実
現
で
き
る
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
夢
と
希
望
に

満
ち
溢
れ
た
２
０
１
７
年
の
初
春
を
穏
や
か
に
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
市
政
に
対
し
ま
し
て
多
大
な
ご
理
解
ご

協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
東
御
市
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
市
内
ワ
イ

ン
用
ぶ
ど
う
生
産
者
で
つ
く
る
東
御
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う

協
議
会
と
、「
千
曲
川
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
（
東
地
区
）

特
区
」
に
認
定
さ
れ
た
千
曲
川
中
流
域
の
近
隣
８
市

町
村
に
よ
る
千
曲
川
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
特
区
連
絡
協
議

会
が
、
相
次
い
で
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
G
7
伊

勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
の
メ
イ
ン
デ
ィ
ナ
ー
で
は
、
市
内

ワ
イ
ナ
リ
ー
の
白
ワ
イ
ン
が
各
国
首
脳
に
提
供
さ
れ

る
な
ど
、
東
御
市
産
ワ
イ
ン
の
品
質
の
高
さ
が
世
界

水
準
で
認
め
ら
れ
た
も
の
だ
と
大
変
喜
ば
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。
日
本
一
を
誇
る
自
慢
の
味
覚
で
あ
る
巨

峰
に
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
や
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う

が
加
わ
り
、「
ぶ
ど
う
の
合
衆
国
」
と
し
て
ま
す
ま

す
東
御
市
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

　

湯
の
丸
高
原
へ
の
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
誘
致

活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、日
本
水
泳
連
盟
主
体
の「
高

地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
拠
点
・
プ
ー
ル
施
設
整
備
推
進
委

員
会
」
に
引
き
続
き
協
力
し
、
さ
ら
に
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
こ
の
標
高
１
７
５
０
メ
ー
ト
ル
の
湯
の

丸
高
原
は
、
水
泳
だ
け
で
な
く
、
陸
上
競
技
、
ラ
グ

ビ
ー
、
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
適

地
で
も
あ
り
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
聖
地
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
核
と
な

る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
上
に
、
２
０
２
０
年
の
東

京
大
会
で
の
日
本
選
手
の
活
躍
を
後
押
し
で
き
る
よ

う
、東
御
市
と
し
ま
し
て
も「
湯
の
丸
か
ら
セ
ン
タ
ー

市
長 

新
年
あ
い
さ
つ

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

　
勇
気
を
持
っ
て

新
し
き
年
を
迎
え
る

東
御
市
長
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写真と振り返る東御市の一年

1
月

2
月

3
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

4
月

2016年

消
防
出
初
式
（
10
日
）

東
御
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
協
議
会
発
足
（
14
日
）

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
え
べ
や
新
装
オ
ー
プ
ン
（
２
日
）

東
御
市
移
住
体
験
ツ
ア
ー
初
開
催
（
27
日
）

市
中
央
公
民
館
「
優
良
公
民
館
文
部
科
学
大
臣
表
彰
」
受
賞
（
３
日
）

田
中
・
滋
野
地
区
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
完
成

地
域
お
こ
し
協
力
隊
２
名
着
任
（
１
日
）

移
住
定
住
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
開
設
（
１
日
）

東
御
市
長
選
（
10
日
）

花
岡
利
夫
市
長
初
登
庁
（
15
日
）

明
神
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
（
29
日
）

子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
14
日
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
2
0
1
6　

東
御
市
２
連
勝
（
25
日
）

市
消
防
ポ
ン
プ
操
法
及
び
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
（
12
日
）

湯
の
丸
高
原
つ
つ
じ
祭
り
（
19
日
）

東
御
市
雇
用
創
造
協
議
会
が
発
足
（
１
日
）

選
挙
権
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
初
の
参
議
院
議
員
選
挙
（
10
日
）

東
御
市
民
ま
つ
り
が
「
雷
電
ま
つ
り
」
へ
改
称
し
て
初
開
催
（
６
日
）

し
げ
の
里
づ
く
り
の
会
が
「
お
ら
ち
の
え
ん
が
わ
」
O
P
E
N
（
11
日
）

み
ま
き
ニ
ュ
ー
ド
カ
ン
コ
（
14
日
）

成
人
式
（
15
日
）

田
中
地
区
地
域
づ
く
り
の
会
設
立
（
24
日
）

海
野
宿
に
ぎ
わ
い
夏
祭
り
（
27
日
）

く
る
み
ブ
ラ
ン
ド
化
の
研
究
協
定
（
８
日
）

巨
峰
の
王
国
ま
つ
り
（
17
・
18
日
）

旧
東
部
町
30
周
年
記
念
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
開
扉
（
20
日
）

天
空
の
芸
術
祭
初
開
催
（
１
日
～
30
日
）

東
御
の
日
記
念
式
典
（
３
日
）

火
の
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
８
・
９
日
）

ふ
る
さ
と
納
税
１
億
円
突
破

東
御
市
議
会
議
員
選
挙
（
６
日
）

海
野
宿
ふ
れ
あ
い
祭
（
23
日
）

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
市
民
の
集
い
（
10
日
）

和
地
域
づ
く
り
の
会
設
立
（
10
日
）

地
域
づ
く
り
組
織
が
市
内
5
地
区
に
整
う

２
０
１
6
年
を
振
り
返
っ
て

▲にぎわい夏祭り
　スペシャルコンサート

▲東京農工大と
　㈱NECソリューション
　イノベータと
　くるみブランド化協定

▲天空の芸術祭初開催

▲ふるさと納税お礼品も大好評

▲三選を果たした花岡市長

▲リニューアルオープンした明神館

▲旧東部町長からのメッセージを
　読み上げる花岡市長

▲雷電まつりへ改称して初開催

▲チャレンジデー
　豊後大野市に勝利

▲移住体験ツアーに多くの参加者
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民生委員・児童委員を紹介します
地域をサポートする

身近な相談相手

地
区 担当地域 氏　名

田　
　
　

中

加沢1･3 竹村　洋子
加沢2･4 大塚　咲子
加沢5･6 土屋　桃江
常田1～3 塩入　壽雄
常田4･5 柳澤　敏子
常田6～8 酒井　　勝
常田9～11 笹澤久美子
田中（天神町） 蓬田　　源
田中（中央･南町･駅前） 北森　宏之
田中（稲荷町） 栁沢まさる
田中（田町1～16、26、27） 寺島　芳枝
田中（田町17～25･サン
コーポラス･郷仕川原町） 山岸けさみ
県1･2 松尾　和子
県3～5 依田　政一
本海野1･7 所　慰利子
本海野2～4 依田由美子
本海野5･6 宮澤美知子
西海野 小林由紀子
白鳥台 阿部　芳子
城ノ前 佐藤美代子
主任児童委員 栗原　陽子

滋　
　
　

野

赤岩 栁澤千惠美
片羽2･4 内津富貴子
片羽1･3 柳沢　明美
桜井1～3 寺島　一利
桜井4～6 寺島リエ子
大石1～3 栁沢　登美
大石4･5 竹内美奈子

地
区 担当地域 氏　名

滋　
　
　

野

中屋敷 有賀　雅子
別府 塚原　静子
原口1･2 　岡ゆき子
原口3･4、聖 髙藤　　博
乙女平2･6･7 佐野　恭二
乙女平3～5 清水　時子
乙女平1、王子平 菅原　重雄
主任児童委員 土屋　篤子

祢　
　
　

津

奈良原、湯の丸、横堰 吉村　節子
新張1・4 神津　節夫
新張2･3･5 土屋　秀人
出場、リードリーくらか
け、鞍掛自治区 花岡美代子
金井 荻原　絹枝
新屋 中村　武人
東町（油田・新田・山道） 宮下　通子
東町（京町東・京町西・
本町・宮川） 丸山　順子
西宮（城前除く）、滝ノ沢 別府　礼子
西宮（城前）、姫子沢 北澤はるみ
祢津南 岡部　和子
伊勢原 須田　幸美
主任児童委員 楢原みち代

和

東上田（姫子沢・釜村田・
井高・桜坂） 白石　幸男
東上田（弁天通・上手通・
中通・長峰・原） 大塚　章子
東上田（下通・下通1）、寺
坂 田中　英子
田沢1･2、東入、西入 田中　博子
田沢3、西田沢、タタラ堂 竹花　和子
大川 下村　和彦

地
区 担当地域 氏　名

和

栗林 荻原　芳江
海善寺 竹内　好美
海善寺北 大谷美知子
曽根（東部･南部） 柏木　隆男
曽根（西部･北部） 松井　清和
東深井、西深井 清水　雅人
日向が丘1～3･7 小林　利子
日向が丘4･6、睦 渡邊　　孝
主任児童委員 岡田　和子

北　

御　

牧

上八重原2･3、田楽平 白倉　征恵
上八重原1･4～7 滝澤　貴美
中八重原 岩下　孝造
芸術むら、白樺 青木　洋子
下八重原（西部）、山崎 依田　昭次
下八重原（東部） 依田　岩衛
切久保、八反田 武井　良子
本下之城、田之尻 井出まさ江
宮、畔田 青木　育子
御牧原南部 小林　榮一
御牧原北部 押本　正美
布下、常満 松田　照恵
島川原 廣田美和子
大日向、光ケ丘 荻原　輝久
羽毛山、牧ケ原 花岡　博子
主任児童委員 宮坂美代子
主任児童委員 丸山　京子

　

12
月
1
日
に

81
名
の
方
々
が

民
生
委
員
・
児

童
委
員
と
し
て

厚
生
労
働
大
臣

▲委嘱式のようす

平成28年12月₁日現在　定員81名（敬称略）

●問い合わせ先　福祉課　福祉推進係　☎64 －８８８８

▲民生委員・児童
委員100周年

　シンボルマーク

の
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。
併
せ
て
、
市
長

か
ら
市
の
福
祉
委
員
を
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
平
成
28
年
12
月
1
日
か
ら
3

年
間
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
上
の
悩
み
事
や

地
域
の
福
祉
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い

る
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
相
談

内
容
に
応
じ
て
、
行
政
機
関
を
は
じ
め
、

必
要
な
支
援
へ
の
「
つ
な
ぎ
役
」
を
し
て
い

ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
う
ち
、
児
童

福
祉
を
専
門
に
担
当
す
る
主
任
児
童
委
員

が
小
学
校
区
ご
と
に
い
ま
す
。

　

委
員
に
は
、
守
秘
義
務
が
あ
り
、
相
談

内
容
が
他
の
人
に
伝
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員・児
童
委
員
と
は

（2017年1月）市報とうみ 4



❸
の
計
画
を
一
緒
に
作
成
し
た
職
員
が
、
定

期
的
に
状
況
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
に
応
じ

て
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
検
討
・
変
更
し

ま
す
。

❹
定
期
的
に
状
況
を
確
認
・
計
画

を
再
検
討

サ
ー
ビ
ス
の
利
用

平
成
29
年
4
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
！

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

　

介
護
保
険
制
度
改
正
に
よ
り
、
平
成
29

年
4
月
ま
で
に
介
護
の
必
要
性
が
比
較
的

低
い
「
要
支
援
者
」
に
対
す
る
訪
問
介
護

と
通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
市
町
村
に
よ
る

「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」

に
移
行
し
ま
す
。

　

高
齢
者
の
介
護
予
防
と
日
常
生
活
の
自

立
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
要
支

援
１
・
２
と
認
定
さ
れ
た
方
、
ま
た
は
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
該
当
さ
れ
た
方
を

対
象
と
し
た「
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
」
と
、
す
べ
て
の
65
歳
以
上
の
高
齢

者
を
対
象
と
し
た
介
護
予
防
教
室
な
ど
の

「
一
般
介
護
予
防
事
業
」
に
よ
り
構
成
さ

れ
、
介
護
予
防
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

◆
「
介
護
予
防
訪
問
介
護
」
と
「
介
護
予

防
通
所
介
護
」
が
移
行
し
ま
す

　

予
防
給
付(

要
支
援)

の
人
に
対
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
介
護
予
防
訪
問
介
護

(

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）、
介
護
予

防
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
を
総
合

事
業
に
移
行
し
ま
す
。

◆
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
手
続
き
の
一
部
が
簡

素
化
さ
れ
ま
す

総
合
事
業
と
は
…

相
談・利
用
の
流
れ

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
の
特
徴

　

一
部
の
サ
ー
ビ
ス
（
介
護
予
防
訪
問

介
護
、
介
護
予
防
通
所
介
護
の
み
の
利

用
）
は
、
介
護
認
定
を
受
け
な
く
て
も
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
へ
の
回
答
で
対
象
者

に
該
当
す
れ
ば
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま

す
。

◆
多
様
な
主
体
・
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
を
目

指
し
ま
す

　

高
齢
者
を
含
め
た
幅
広
い
世
代
の
市

民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
事
業
所

等
、
様
々
な
人
・
団
体
の
活
動
を
支
援
し
、

高
齢
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

◆
社
会
参
加
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
介
護

予
防
を
促
進
し
ま
す

　
「
社
会
参
加
や
役
割
」「
で
き
る
能
力
・

し
て
い
る
活
動
」
の
視
点
を
介
護
予
防
に

取
り
入
れ
、
高
齢
者
が
地
域
や
社
会
の

中
で
役
割
を
持
ち
な
が
ら
、
い
き
い
き
と

し
た
生
活
を
継
続
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
64

－

５
０
０
０

❷
の
結
果
、
総
合
事
業
対
象
者
に
該
当
し
た

場
合
、
ご
本
人
の
望
む
生
活
を
目
標
と
し
、

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
介
護
予
防

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス(

種
類
・
利
用
回
数
）

を
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
職
員
と
相

談
し
な
が
ら
計
画
を
つ
く
り
ま
す
。

❸
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
計
画
の
作
成

身
体
や
生
活
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
、

必
要
に
応
じ
て
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

か
「
要
介
護
認
定
」
を
行
い
ま
す
。

❷
身
体
の
状
況
や
生
活
の
様
子

を
確
認

高
齢
者
・
ご
家
族
・
地
域
の
方
か
ら
お
困
り

の
こ
と
や
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
ご
相

談
を
承
り
ま
す
。

❶
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
相

談

介護給付
（要介護1～5）

介護給付
（要介護1～5）

介護予防給付
（要支援1･2）

市の総合事業

介護予防給付
（要支援1･2）

訪問看護、
通所リハビリ、福祉
用具レンタルなど

訪問介護、
通所介護

（65歳以上で介
護が必要になる
恐れの高い人）

二次予防事業

（65歳以上の介
護予防）

一次予防事業

（要支援１・２ ＋
チェックリスト該当者）

●買い物、洗濯、掃除などの支援
●デイサービスセンターなどで
の運動やレクリエーション

①介護予防・生活支援
　サービス

（65歳以上なら誰でも）
●介護予防教室等

②一般介護予防

変更なし

変更なし

総合事業へ

総合事業へ

総合事業へ

事業移行イメージ
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～たくさんのご応募ありがとうございました。～

受賞作品の紹介
（敬称略）

　

11
月
19
日
、
第
13
回
東
御
市
短
詩
型
文
学
祭
が
中
央
公
民
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
、
現
代
詩
の
短
詩
型
文
学
作
品
が
一

般
１
０
０
名
、児
童
・
生
徒
７
４
４
名
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
投
稿
者
が
集
ま
り
部
門
ご
と
に
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
表
彰
式
終
了
後
は
選
者
の
先
生
を
囲
ん
で
の
研
究
会
が
部
門

ご
と
に
行
わ
れ
、
選
者
の
先
生
に
よ
る
指
導
を
受
け
た
り
、
相
互
の
作

品
の
鑑
賞
を
し
た
り
す
る
な
ど
、
芸
術
の
秋
に
親
し
み
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
特
選
を
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
今
年
の
力
作
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

レ
タ
ス
穫
る
幾
人
の
影
刻
々
と

霧
閉
ざ
し
ゆ
く
朝
畑
に
動
く

永
ら
へ
て
共
に
在
る
日
を
何
が
な
し

愛か
な

し
く
午
後
の
茶
に
憩
ひ
を
り

似
て
非
な
る
介
護
と
看
護
思
ひ
つ
つ

真
赤
き
ト
マ
ト
そ
っ
と
捥も

ぎ
と
る

し
た
た
り
落
ち
る
汗

一
歩
一
歩　

ふ
み
し
め
る
足

波
打
つ
胸

苦
し
く
て　

苦
し
く
て

そ
れ
で
も　

後
戻
り
す
る
こ
と
な
く

前
へ
前
へ

ど
ん
な
に　

ゆ
っ
く
り
で
も

前
へ
前
へ

や
が
て
訪
れ
る
頂
き
の
あ
の
達
成
感
を
信
じ

進
ん
で
い
く

疲
れ
て
休
ん
だ
一
度
め
の
休
憩

口
に
し
た
水
は
、
家
族
み
ん
な
で
飲
ん
だ

あ
の
日
の
お
茶
の
よ
う
に

身
体
の
奥
ま
で
い
や
し
て
い
く

汗
を
ふ
き
つ
つ

ふ
り
返
っ
た
目
の
中
に
入
っ
て
来
た

夏
の
花
の
か
わ
い
ら
し
さ
は
、

愛
し
い
娘
の
笑
顔

小
さ
な
花
は　

赤
ん
坊
の
頃

ち
ょ
っ
と　

す
ま
し
た
花
は　

女
学
生

心
に
元
気
の
火
が
と
も
る

小
高
い
丘
で
見
え
た
の
は

　
　
　

歩
い
て
来
た
登
山
道

戸と
ぼ
り堀　

は
つ
み

坂さ
か
ぐ
ち口　

郁い
く
え枝

馬う
ま
づ
め詰　

芳よ
し
え枝

「
夏
山
登
山
」

村む
ら
や
ま山　

弘ひ
ろ
こ子

〈
選
者
〉　

宮み
や
ざ
わ澤　

渉わ
た
る

〈
選
者
〉　

中な
か
じ
ま島　

雅ま
さ
こ子

〈
選
者
〉　

小こ
み
や
ま

宮
山　

久ひ
さ
こ子

【
短
歌
の
部
】

　
特
選

【
現
代
詩
の
部
】

　
特
選
〈
選
者
〉　

酒さ
か
い井　

力つ
と
む

（2017年1月）市報とうみ 6



第13回東御市

短詩型文学祭
黒
揚
羽
不
意
に
来
て
舞
ふ
広
島
忌
　

だ
う
だ
う
と
馬
の
尿
す
る
秋
初
め

大
空
を
踏
み
歩
き
を
り
は
た
ゝ
神

老
い
て
な
お
ま
だ
人
間
が
お
も
し
ろ
い

あ
り
が
と
う
ポ
ッ
と
点
っ
た
心
の
灯

一
歩
引
く
心
が
風
を
丸
く
す
る

黒く
ろ
さ
わ澤　

房ふ
さ
こ子

久く

ぼ保　

美よ
し
え恵

堀ほ
り
う
ち内　

友と
も
え江

中な
か
ざ
わ澤　

清き
よ
と人

石い
し
の野　

翠み
ど
り
こ子

上う
え
の野　

秀し
ゅ
う
こ湖

「
お
ー　

が
ん
ば
っ
た　

い
い
ぞ
」

そ
う
励
ま
す
心
の
声

　
　
　

人
生
、
な
か
な
か　

が
ん
ば
っ
て
る
ぞ

あ
と
少
し　

あ
と
一
歩

ぐ
っ
と　

ふ
み
し
め
最
後
の
岩
を
足
と
手
使
っ
て

登
り
切
っ
た
時

じ
わ
じ
わ
と　

に
じ
ん
で
き
た
達
成
感

―
―
登
頂
―
―

　
の
パ
ノ
ラ
マ
を
ぐ
る
っ
と
見
つ
つ

あ
ふ
れ
出
る
万
感
の
想
い

眼
下
に
広
が
る
大
自
然

人
々
の
生
き
る
術

こ
こ
ま
で
、
ふ
ん
ば
っ
て
来
た　

印
を
か
み
し
め
る

汗
も　

涙
も　

苦
し
さ
も

み
ん
な
こ
の
頂
き
に
立
っ
た
喜
び
で
飲
み
込
ん
で

ふ
わ
っ
と
下
か
ら
吹
き
上
が
っ
た
風

流
れ
て
来
た
白
い
霧

包
ま
れ
た
瞬
間

た
く
さ
ん
の
魂
が
体
を
包
み

通
り
抜
け
て
い
く
―
―
―
感
謝
―
―
―

さ
て
、
又
降
ろ
し
た
リ
ュ
ッ
ク
を
肩
に
し
て

歩
ん
で
い
き
ま
す
か

一
歩
一
歩
―
―
わ
が
人
生
―
―

結
構
い
い
か
も
ね 

―
―
―
こ
の
景
色
―
―
―
―
―

〈
選
者
〉　

国く
に
み見　

敏と
し
こ子

〈
選
者
〉　

佐さ
と
う藤　

崇た
か
こ子

〈
選
者
〉　

島し
ま
だ田　

洋よ
う
こ子

〈
選
者
〉　

瀧た
き
ざ
わ澤　

宏こ
う
じ司

【
俳
句
の
部
】

　
特
選

【
川
柳
の
部
】

　
特
選

360°
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申告相談はお早めに！
2月16日（木）

▼
3月15日（水）
※土日は休みです。

会　　場	 東御市勤労者会館2階大会議室
受付時間	 午前7時30分〜午後3時
相談時間	 午前の部　午前9時〜正午
	 午後の部　午後1時〜４時30分

※受付は同一世帯の申告分のみとします。他世帯分の受付はご遠慮ください。

●問い合わせ先　税務課　住民税係　☎ 62 －1111

期　　日 対象地区 会　　場 受付時間
₂月21日（火） 滋野地区 滋野コミュニティーセンター

午前₇時30分
～午後₃時₂月22日（水） 祢津地区 祢津公民館

₂月23日（木） 和地区 和コミュニティーセンター
₂月27日（月） 田楽平、上八重原、中八重原、白樺、芸術むら

北御牧庁舎₂階講堂 午前₈時
～午後₃時

₂月28日（火） 下八重原、切久保、八反田、本下之城
₃月₁日（水） 田之尻、宮、畔田、御牧原南部
₃月₂日（木） 御牧原北部、布下、島川原、常満、大日向、光ヶ丘、羽毛山、牧ヶ原

■出張相談も行います

収入無し 主に給与 主に公的年金

はい いいえ はい いいえ

いいえはい

いいえはい

いいえはい

はい いいえ

■申告の簡易判断基準（目安）

重要なお知らせ

判定結果

本年から申告にあたり、個人番号が
必要となります。マイナンバーカード
または個人番号通知カード、本人確
認書類の写しを必ずご用意いただ
き、申告に来てください。（本人確認
書類とは、運転免許証や保険証）

平成28年中はどのような収入がありましたか？

市内に住所がある親族の税法上の
扶養親族になっている

2 へ

2 へ

1 へ

勤務先で年末調整をしている

1 へ

年末調整を受けた会社以外から、給
与の支払いがあった

1 へ

2 へ

医療費控除、生命保険料控除等の
控除の追加がある

1 へ

1 市県民税の申告が必要です。市内の申告会場へお願いします。
2 市県民税の申告は不要です。

1 へ

日本年金機構へ「公
的年金の扶養親族
申請書」を提出した

公的年金収入額は、次の金額以下に
なりますか？
【65歳未満の方】
　年金収入 980,000円以下
【65歳以上の方】
　年金収入 1,480,000円以下

　市県民税（住民税）の申告時期が近づいてきました。この申告は、平成 29 年度市県民税（住民税）・国民健康
保険税の課税資料となるほか、所得に関する証明の発行、介護保険料および後期高齢者医療制度の保険料、保育
料の算定、各種手当等の基礎資料となる大切なものです。必ず期間内に申告をお願いします。
　なお、「平成 29 年度市県民税・国民健康保険税申告書」は 1 月 16 日（月）から各戸に 1 部ずつ配布いたします。
不足の場合はお手数ですが、税務課住民税係または北御牧庁舎 1 階で用紙をお受け取りください。

※相談時間は本会場と同じです。
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11
月
24
日
に
開
か
れ
た
市
議
会
第
２
回

臨
時
会
で
、
議
長
、
副
議
長
を
は
じ
め
、

各
常
任
委
員
会
委
員
お
よ
び
議
会
運
営
委

員
会
委
員
等
が
新
た
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
選
出
の
監
査
委
員
も
新
た

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
議
員
名
簿
等
の
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お

よ
び
２
月
発
行
の
「
市
議
会
だ
よ
り
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
　

委　
　

員

　
　
　

田
中　

信
寿　
　

山
浦　

利
通

　
　
　

窪
田　

俊
介　
　

依
田　

政
雄

　
　
　

栁
澤　

旨
賢　
　

横
山　

好
範

■
社
会
文
教
委
員
会

　
　

委
員
長　

佐
藤　

千
枝

　
　

副
委
員
長　

若
林　

幹
雄

　
　

委　
　

員

　
　
　

髙
木
真
由
美　
　

中
村　

眞
一

　
　
　

髙
森　

公
武　
　

平
林　

千
秋

　
　
　

長
越　

修
一　
　

青
木　

周
次

■
議
会
運
営
委
員
会

　
　

委
員
長　

依
田　

政
雄

　
　

副
委
員
長　

平
林　

千
秋

　
　

委　
　

員

　
　
　

山
浦　

利
通　
　

佐
藤　

千
枝

　
　
　

若
林　

幹
雄　
　

長
越　

修
一

　
　
　

栁
澤　

旨
賢

■
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　

委
員
長　

窪
田　

俊
介

　
　

副
委
員
長　

山
浦　

利
通

　
　

委　
　

員

　
　
　

田
中　

信
寿　
　

髙
木
真
由
美

　
　
　

中
村　

眞
一　
　

髙
森　

公
武

　
　
　

平
林　

千
秋　
　

横
山　

好
範

　
　
　

依
田　

俊
良

■
監
査
委
員
（
議
会
選
出
）

　
　

長
越　

修
一

■
総
務
産
業
委
員
会

　
　

委
員
長　

阿
部
貴
代
枝

　
　

副
委
員
長　

山
崎　

康
一

市
議
会　

第
２
回
臨
時
会

議
長
に
依
田 

俊
良
氏
　
副
議
長
に
横
山 

好
範
氏

◎
副
議
長
　
横
山
　
好
範

●
議
　
長
　
依
田
　
俊
良

　

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
と
広
報
を
目
的
と

し
て
、
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
と
公
益
財
団
法
人
長
野
県
市
町
村
振

興
協
会
が
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財

源
に
実
施
す
る
宝
く
じ
助
成
事
業
は
、
地

域
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
行
う
団

体
（
区
、
自
治
会
等
）
を
対
象
に
、
活
動

に
必
要
な
整
備
・
備
品
等
の
整
備
に
要
す

る
費
用
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

宝
く
じ
助
成
事
業
で

　
設
備
・
備
品
を
整
備
し
ま
し
た

田沢区
　地域活動助成事業（（公財）長野県市町村
振興協会）を活用し、お祭り用備品（獅子舞
用の太鼓、獅子宮、法被等）を整備しました。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
づ
く
り
・
移
住
定
住
支
援
室

　

☎
71

－

６
７
９
０

　

市
議
会
第
４
回
定
例
会
が
12
月
５
日
開

会
し
ま
し
た
。

　

初
日
に
は
、
補
正
予
算
３
件
、
条
例
の

一
部
改
正
５
件
、
そ
の
他
３
件
の
計
11
議

案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
日
と
13
日
に
は
、
10
名
の
議
員
が
市

政
等
に
つ
い
て
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

15
日
に
は
総
括
質
疑
・
委
員
会
付
託
が

さ
れ
、
16
日
か
ら
各
常
任
委
員
会
で
付
託

さ
れ
た
議
案
お
よ
び
請
願
等
の
審
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
２
月

発
行
の
「
市
議
会
だ
よ
り
」
に
掲
載
さ
れ

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
議
会
第
4
回
定
例
会	

11
議
案
を
審
議

●問い合わせ先　議会事務局　☎ 64 －５８10
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●問い合わせ先　☎61-6148
　

リ
オ
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日
本
代

表
チ
ー
ム
『
火
の
玉
J
A
P
A
N
』
が

チ
ー
ム
戦
に
て
初
の
メ
ダ
ル
獲
得
に
よ
り
、

一
気
に
知
名
度
を
上
げ
た
競
技
「
ボ
ッ

チ
ャ
」。

　

市
で
は
〝
1
市
民
1
ス
ポ
ー
ツ
〟
実
現

の
た
め
に
、
障
が
い
の
あ
る
な
し
に
関
わ

ら
ず
誰
も
が
身
近
で
健
康
づ
く
り
や
自
己

実
現
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
や
す
い

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
様
々

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の

一
環
と
し
て
、「
ボ
ッ
チ
ャ
」
に
注
目
し
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
の
場
づ
く
り
の

ボ
ッ
チ
ャ
の
街“
と
う
み
”を
目
指
し
て
！

�

公
益
財
団
法
人
　
身
体
教
育
医
学
研
究
所
　
総
務
主
任
兼
指
導
主
任
　
岡
田
　
佳
澄

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

き
っ
か
け
は
平
成
25
年
9
月
の
「
わ
く

わ
く
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
」。
ゲ
ス
ト
に
後

の
リ
オ
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表

キ
ャ
プ
テ
ン
の
杉
村
英
孝
選
手
を
お
招
き

し
、
多
く
の
人
が
ボ
ッ
チ
ャ
の
魅
力
に
触

れ
ま
し
た
。
こ
れ
以
降
、
定
期
的
な
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
の
場
が
定
着
、
さ
ら

に
市
内
で
ボ
ッ
チ
ャ
を
通
じ
た
市
民
交
流

の
機
会
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ボ
ッ
チ
ャ
（B

occia

）
と
は
、
イ
タ

リ
ア
語
で
ボ
ー
ル
の
意
味
。
重
度
脳
性
麻

痺
者
も
し
く
は
同
程
度
の
四
肢
重
度
機
能

障
が
い
者
の
た
め
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
考
案

さ
れ
た
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
は
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
正
式
種
目
。ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー
ル（
目

標
球
）
と
呼
ば
れ
る
白
い
ボ
ー
ル
に
、赤
・

青
の
そ
れ
ぞ
れ
6
球
ず
つ
の
ボ
ー
ル
を
投

げ
た
り
、
転
が
し
た
り
、
他
の
ボ
ー
ル
に

当
て
た
り
し
て
、
い
か
に
近
づ
け
る
か
を

競
う
。
障
が
い
に
よ
り
ボ
ー
ル
を
投
げ
る

こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、
勾
配
具
（
ラ
ン

プ
）
を
使
い
、
自
分
の
意
思
を
介
助
者
に

伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
参
加
で
き
る
。

①
東
御
市
体
育
協
会
「
と
う
み
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

　

平
成
27
年
4
月
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
と
定
着
を
目
的
に
設
立
。

特
に
ボ
ッ
チ
ャ
を
中
心
に
活
動
す
る
「
わ

く
わ
く
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
は
月
1
回
の

定
期
的
な
活
動
の
ほ
か
、
県
内
交
流
大
会

へ
出
場
、
2
月
に
は
第
2
回
わ
く
ス
ポ
杯

市
内
交
流
大
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

②
北
御
牧
地
区
分
館
対
抗
冬
季
ス
ポ
ー
ツ

大
会

　

恒
例
の
地
域

ス
ポ
ー
ツ
大
会
。

こ
れ
ま
で
行
っ

て
い
た
綱
引
き

に
変
え
、
ボ
ッ

チ
ャ
を
導
入
。

い
ろ
ん
な
世
代

の
皆
さ
ん
が
一

緒
に
交
流
し
な

が
ら
の
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

生
き
生
き
サ
ロ
ン
で
実
施
し
た
区
も
あ
り

ま
す
。

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
の
た

め
、市
で
は
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
の
用
具
の
貸
出
、

指
導
者
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
問
い

合
わ
せ
先
は
、
市
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ

係
（
☎
62

−

2
2
0
0
）
へ
。

　

ボ
ッ
チ
ャ
の
普
及
を
通
じ
て
、
よ
り
多

く
の
地
域
の
皆
さ
ん
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス

ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
交
流
に

よ
っ
て
障
が
い
へ
の
理
解
が
よ
り
広
が
り

深
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

【
市
内
に
広
が
る
ボ
ッ
チ
ャ
の
輪
】

【
ボ
ッ
チ
ャ
用
具
の
貸
し
出
し
】

【
ボ
ッ
チ
ャ
と
は
】

▲北御牧地区冬季スポーツ大会のようす

6m

12.5m

ジャックボール
無効ゾーン

ジャックボール
的となるボール。
ラウンドごとに敵と味方が
交互に投げる

審判
激しい動きがないので、
障がい者も審判ができる

　
総
務
省
か
ら
確
定
値
が

公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
御
市
の
人
口
は
前
回

平
成
22
年
調
査
と
比
べ
、

1
・
9
％
減
少
と
な
り
ま

し
た
。

平
成
27
年

国
勢
調
査
結
果

●
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
財
政
課 

広
報
統
計
係

　
☎
64

－

５
８
０
６

（平成27年10月1日現在）

区　分 平成27年 平成22年 増減数

人　口 30,107 30,696 －589

男 14,774 15,030 －256

女 15,333 15,666 －333

世帯数 11,004 10,801 ＋203

競技は男女の区別なく
クラスに分かれて行われ、個人戦と団体戦（２対２のペア戦
と３対３のチーム戦）。図は個人戦の場合。

（2017年1月）市報とうみ 10



　

祢
津
地
域
づ
く
り
の
会
・
教
育
文
化
部

会
の
案
内
で
10
月
21
日
、
祢
津
小
学
校
の

2
年
生
の
児
童
が
、
祢
津
煎
餅
に
描
か
れ

て
い
る
場
所
を
巡
り
、
故
郷
の
歴
史
を
学

ぶ
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

祢
津
小
学
校
を
出
発
し
、
長
命
寺
枝
垂

桜
、
臨
川
山
の
春
雨
の
定
津
院
、
祢
津
健

事
神
社
、
お
姫
尊
、
神
樹
カ
ヤ
の
木
と
巡

り
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

場
所
の
説
明
を
一
生
懸
命
に
聞
き
、
ノ
ー

ト
に
書
き
留
め
て
い
ま
し
た
。

　

再
び

定
津
院

を
訪
れ
、

座
禅
体

験
も
行

い
ま
し

た
。
副

住
職
か

ら
説
明

を
聞
き
、

15
分
ほ

ど
座
禅

を
行
い

ま
し
た
。

座
布
団

が
大
き
す
ぎ
て
座
禅
の
正
し
い
形
が
組
め

な
い
児
童
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、　

終

わ
っ
た
あ
と
足
が
し
び
れ
て
す
ぐ
に
立
ち

上
が
れ
な
い
児
童
も
い
る
ほ
ど
、
み
ん
な

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
丸
山
晩
霞
の
羽
衣
荘
を
見
学

し
、
無
事
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
歴
史
を
学
ん
だ
り
、
座
禅
な
ど

貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
良
い

授
業
と
な
り
ま
し
た
。

祢
津
地
域
づ
く
り
の
会

小
学
校
区
単
位
の
地
域
づ
く
り
通
信

●
問
い
合
わ
せ
先

　

祢
津
地
域
づ
く
り
の
会

　

☎
62

－

０
２
５
１

祢
津
煎
餅
十
二
景
巡
り
で
座
禅
体
験

　

12
月
10
日
、
市
中
央
公
民
館
で
第
12
回

東
御
市
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
市
民
の

集
い
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
集
い
は
、
市
や
市
教
育
委
員
会
な

ど
が
人
権
週
間
に
あ
わ
せ
て
毎
年
開
い
て

い
る
も
の
で
、
式
典
で
は
作
文
や
標
語
、

ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
人
権
啓
発
作
品
の
表
彰

を
行
い
、
花
岡
市
長
が
一
人
ひ
と
り
に
表

彰
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　

式
典
に
続
い
て
、
阿あ

わ
で
こ
は
こ

波
木
偶
箱
ま
わ
し

保
存
会
の
辻
本
一
英
さ
ん
ら
に
よ
る
「
福

を
運
ん
だ
で
こ
ま
わ
し
」
の
講
演
と
伝
統

芸
能
の
披
露
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
で
こ

ま
わ
し
」
と
は
、〝
で
こ
〟
と
呼
ば
れ
る

講
演
と
伝
統
芸
能
「
福
を
運
ん
だ
で
こ
ま
わ
し
」

第
12
回
東
御
市	

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
市
民
の
集
い

人
形
を
音
楽
に
合
わ
せ
人
形
を
動
か
す
使

い
手
の
こ
と
で
、
で
こ
を
使
っ
た
「
三さ

ん

番ば

叟そ
う

ま
わ
し
」
は
徳
島
県
の
正
月
を
彩
る
祝

福
芸
で
す
。

　

講
演
で
辻
本
さ
ん
は
、「
で
こ
ま
わ
し

に
は
部
落
出
身
者
が
多
く
、
子
ど
も
が
差

別
さ
れ
る
の
を
恐
れ
、
で
こ
を
捨
て
た
。」

と
で
こ
ま
わ
し
が
衰
退
し
た
歴
史
に
ふ
れ
、

「
知
っ
て
る
つ
も
り
で
は
い
け
な
い
。
う

わ
さ
や
悪
口
が
差
別
に
つ
な
が
り
、
差
別

が
文
化
を
奪
っ
た
。
誤
っ
た
も
の
の
見
方

や
同
和
問
題
を
見
直
す
き
っ
か
け
と
し
て

ほ
し
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

講
演
の
最
後
に
は
、
大
黒
様
や
え
び
す

様
の
で
こ
が
五
穀
豊
穣
や
無
病
息
災
を
願

い
、
会
場
中
へ
福
を
運
び
ま
し
た
。

▲人権作品の入賞者

▲三番叟まわしの披露
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地域おこし
協力隊

活動レポートVol.182017年1月号

協力隊のひとこと

　12月４日に長野市にてふるさとＣＭ大賞最終審査会が開催されました。
今年度もとうみケーブルテレビの頼もしい職員の皆さんと個性派ぞろいの
私たち協力隊で「とうみの魅力」と「作り手の熱い思い」が存分に詰まっ
たＣＭを製作しました。熱血派名監督、鮱名星児隊員の指導・演出の下、
わたくし谷が主演（？）ということで出演させていただいた今年度の問題作。
笑い一切なしの迫真の演技をご覧あれ。（ふるさとＣＭ大賞ホームページか
らご覧になれます）
　県全体から105もの作品が応募されたこのイベント。最終審査会に進ん
だＣＭは22作品のみ。果たして結果は………なんとなんと『ユーモア賞』
を獲得 !! 長野朝日放送で年間 30回 CMが放送されます。
　昨年度受賞のプレッシャーがかかる中での受賞。昨年より放送回数は少
ないですが、ただただ嬉しい。。。涙
　多くの市外の方に東御に行ってみたい！と思っていただけたら幸いです。
撮影にご協力いただいた地域の皆さま本当にありがとうございました。なお、
最終審査会の様子は、1月3日午後 3時 10 分から長野朝日放送で、放
送されます。是非ご覧ください。
　今回のＣＭに関するご意見ご要望は鮱名監督までお願いします。笑

●ふるさとＣＭ大賞結果

人
権
問
題
に
関
心
を
寄
せ
る

ま
ち
だ

ま
さ
る

人
権
同
和
教
育
指
導
委
員

町
田

　勝

（148）

　

秋
に
４
回
実
施
さ
れ
た
本
年
度
の
東
御

人
権
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
講
師
の
方
か
ら
大

切
な
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

一
人
の
講
師
は
、
人
権
と
は
何
か
の
問

い
に
「
人
々
が
生
存
と
自
由
を
確
保
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
幸
福
を
追
求
す
る
権
利
」
と

答
え
、
啓
発
す
べ
き
人
権
問
題
と
し
て
国

指
針
の
17
項
目
を
示
さ
れ
た
。
以
前
の
人

権
問
題
は
10
項
目
前
後
で
あ
っ
た
が
、
人

権
へ
の
関
心
の
高
ま
り
や
社
会
状
況
の
変

化
に
伴
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
性
同
一

性
障
害
な
ど
、
こ
れ
ま
で
見
過
ご
さ
れ
て

き
た
こ
と
に
意
識
が
向
く
よ
う
に
な
っ
た

か
ら
で
あ
り
、
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　

別
の
講
師
は
、
用
意
し
た
資
料
の
末
尾

に
、
人
権
問
題
に
無
関
心
で
あ
る
こ
と
へ

の
警
鐘
と
し
て
、
ブ
ル
ー
ノ
・
ヤ
セ
ン
ス

キ
ー
の
著
書
に
あ
る
言
葉
「（
前
述
略
）

無
関
心
な
人
々
を
恐
れ
よ
。
彼
ら
は
殺
し

も
裏
切
り
も
し
な
い
。
だ
が
、
無
関
心
な

人
々
の
沈
黙
の
同
意
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
地

球
上
に
は
裏
切
り
と
殺さ

つ

戮り
く

が
存
在
す
る
の

だ
」
を
載
せ
て
い
る
。
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
が
台

頭
し
て
き
た
時
に
多
く
の
国
民
が
無
関
心

で
あ
っ
た
こ
と
が
、
結
果
と
し
て
史
上
最

悪
の
殺
戮
を
も
た
ら
し
た
こ
と
へ
の
反
省

と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
言
葉
で
想
起
し

た
の
は
、
10
年
程
前
の
啓
発
学
習
会
で
ハ

ン
セ
ン
病
患
者
の
人
権
問
題
に
取
り
組
ん

だ
時
の
こ
と
。
視
聴
し
た
ビ
デ
オ
の
中
で

元
患
者
の
方
が
、「
こ
の
問
題
を
四
六
時

中
、
心
に
留
め
て
お
い
て
欲
し
い
と
は
言

わ
な
い
。
せ
め
て
一
年
の
内
で
一
回
で
も

い
い
か
ら
考
え
て
欲
し
い
」
と
懇
願
さ
れ

て
い
た
。
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
に
対
す
る
人

権
侵
害
は
、
ら
い
予
防
法
に
よ
る
国
の
施

策
が
元
凶
で
は
あ
る
が
、
人
々
の
偏
見
や

差
別
、
無
関
心
も
一
層
拍
車
を
か
け
、
強

制
隔
離
と
い
う
過
酷
な
状
況
を
90
年
近
く

も
継
続
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

人
権
啓
発
学
習
会
で
「
自
分
は
人
権
問

題
に
関
心
が
な
い
」
と
公
言
す
る
方
が
時

に
は
い
る
。
そ
の
言
葉
が
発
せ
ら
れ
る
背

景
に
は
様
々
な
事
が
あ
る
と
推
察
さ
れ
る

が
、
結
果
と
し
て
他
者
へ
の
思
い
を
深
め
、

寄
り
添
う
気
持
ち
が
萎
え
て
き
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
昨
年
度
の
人
権
週
間
の
標

語
「
み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀
～
考

え
よ
う
相
手
の
気
持
ち
、
育
て
よ
う
思
い

や
り
の
心
～
」
を
自
分
の
内
に
留
め
置
け

ば
、
人
権
問
題
に
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な

い
。
そ
の
こ

と
が
結
局
は

誰
に
と
っ
て

も
住
み
易
い

社
会
を
築
く

礎
に
な
る
の

だ
と
思
う
。

今月の担当

谷
たに

　貴
たか

人
ひと
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1歳の誕生日おめでとう！
（1月生まれ）とうみっ子!!す す 育

く く て

　写真（うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名（ふ
りがな）・生年月日・性別・TEL・コメント50字程度を添え
て、企画財政課広報担当までお送りください。締め切り
は、1月10 日（月）必着。※原則、毎月8日が締め切りとな
ります。

（対象者 2 月生まれの 1
●

 歳）☆募集します！！☆

若
わかばやし

林　心
ここ

乃
の

ちゃん（本海野）
（H28.1.26生）

松
まつ

井
い

　陽
ひまり

葵ちゃん（曽根）
（H28.1.29生）

武
たけ

田
だ

　紗
さ

来
ら

ちゃん（加沢）
（H28.1.27生）

みんなのアイドルここちゃん♥１歳お
めでとう。ここの笑顔で、みんなも笑
顔になるよ。
いつも幸せをありがとう。健やかな成
長を願っているよ。

ひまちゃん 1 歳のお誕生日おめでとう
♥いつも元気でニコニコなひまちゃ
ん、大好きだよ。
これからもっとたくさんあそんで、大
きくなぁれ！！

さらちゃん、お誕生日おめでとう♥
出来る事が増えてきてうれしいよ。
いっぱいご飯を食べてたくさん遊ぼう
ネ！！

　田中小学校と東部中学校では、学校給食に関する表
彰をそれぞれ受賞し、11月29日市役所へ表敬訪問を
行いました。
　田中小学校は、県内で３校が選ばれた「平成 28 年度
長野県学校給食優良学校等表彰」を受賞。同校栄養教
諭の正村千香先生は、「大人になると食事を楽しめる人
が少ない。子どもたちには食べることについてプラスの
思いを持ってもらいたい」と話しました。
　東部中学校は、全国で25校が選ばれた「平成 28 年
度学校給食表彰（文部科学大臣表彰）」と全国 2004 施
設が参加した「第11回全国学校給食甲子園甲信越北陸
ブロック代表　特選」の２つの賞を受賞。同校栄養教
諭の大星充子先生は、「生徒たちが東御市の良さを感じ、
未来の東御市をますます元気にしようと考える担い手
になることを願って給食を作っている。日々の給食や
食育の実践は、皆さんの協力があってこそなので感謝
したい」と喜びを語りました。なお、給食甲子園に出
品したメニューは、１月中の給食で提供される予定との
ことです。

　東部中学校は、児童生徒が学校花壇で草花を育てる
ことにより学校環境美化と豊かな情操教育に役立てる
ことを目的とした「平成28年度フラワー・ブラボー・
コンクール」において、県内90校中２位となり文部科
学大臣賞を受賞しました。今年の花壇テーマは、「太陽」
で、１年生が技術家庭科の授業時間を使い、種まきか
ら苗づくりに協力しました。
　表敬訪問において、同中緑化委員長の滝澤広大さん
は、「１年生が思いやりを持って大事に作った苗が集
まって大きな花壇になった。より大切に育てることが
できた」と話し、みんなで協力し、育成した花壇での
受賞を喜びました。

▶
コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞
し
た
花
壇

東部中学校
花壇コンクールも入賞

田中小学校と東部中学校
学校給食で表彰されました

▲給食甲子園に出品されたメニュー ▲市役所表敬訪問のようす

メニュー
じゃこ菜きびごはん
とうみの里の和み汁
ファイバーグ

えごまドレッシングサラダ
巨峰とミルクの二層ゼリー

牛乳
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　昨年度までは納税通知書が届いており、固定資産税
を納付していたのですが、今年度分の納税通知書はま

だ届いていません。今年度分の固定資産税は課税されていな
いのでしょうか。

　所有されている固定資産の課税標準額の合計額が免
税点未満になったのかもしれません。

　市内に同一人が所有する土地、家屋、償却資産のそれぞれ
の課税標準額（税額の基礎となる額）の合計額が次の金額に
満たない場合には、固定資産税は課税されません。

　例えば、同一人が市内に
土地を2筆所有されている
場合、2筆の課税標準額の
合計額が30万円未満であ
れば、土地の固定資産税は
課税されません。

　固定資産の名義を変えたいのですが、どのような手
続きが必要ですか。
　固定資産税は、毎年1月1日現在の登記簿上の所有
者に課税されますが、固定資産の名義を変える場合は、

長野地方法務局上田支局で所有権移転登記等の手続きをとる
必要があります。登記完了後、長野地方法務局上田支局から市
へ通知がきますので、特に市へ連絡していただく必要はありま
せん。
　ただし、登記されていない家屋は、市での名義変更の手続
きが必要ですので、「未登記家屋所有者変更（兼未登記家屋
所有）届書」の提出をお願いいたします。

〈広告欄〉

　公的年金制度に加入されている方に、日本年金機構から年
金の加入記録や見込額を記載した「ねんきん定期便」が届き
ます。将来適正に年金を受給できますよう、年金記録を必ず
確認しましょう。

　毎年１回、誕生月（１日生まれの方は誕生日の前月）に届
きます。

■節目年齢時（35歳、45歳、59歳）の方々
　下記①～⑥の記録が封書で通知されます。
■節目年齢時以外の方々
　下記①～④の記録がハガキで通知されます。

　年金加入記録に「もれ」や「誤り」がある場合には、必要
事項を年金加入記録回答票に記入し、同封の返信用封筒によ
り返送するか、お近くの年金事務所にご提出ください。

まるごと生活百科

1 月の納税 （納期限 1月31日）

・国民健康保険税（普通徴収）（8期）
・後期高齢者医療保険料（普通徴収）（7期）
・介護保険料（普通徴収）（7期）

●問い合わせ先
　「ねんきん定期便」専用ダイヤル　☎0570 －058 －555
　小諸年金事務所　☎0267－22－1080
　市民課　国保年金係　☎75－8810

ワンポイントアドバイス税国 民 年 金 アドバイス

●問い合わせ先　税務課　資産税係　☎ 64－ 5877

「ねんきん定期便」が届きます 固定資産税が課税されていないのはなぜですか？

固定資産の名義を変えるには

いつ届くの？

「ねんきん定期便」の記載内容

「ねんきん定期便」に対する回答

不明な点がある場合は「ねんきん定期便」専用
ダイヤルをご利用ください

※封書のねんきん定期便に、年金加入記録回答票と返信用封筒
が同封されています。

①年金加入期間・履歴
②加入実績に応じた年金額（50歳以上の方は年金見込額）
　※既に年金受給中の方には、年金見込額は通知されません。
③保険料の納付額
④最近の月別状況
⑤厚生年金保険の標準報酬月額と保険料納付額の月別状況
⑥国民年金保険料の納付状況
　※いずれも加入期間がある方のみに通知されます。

土　　地 30万円

家　　屋 20万円

償却資産 150万円

Q1

Q2

A1

A2
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〈広告欄〉

●問い合わせ・お申し込み先
　県庁資源循環推進課　☎026－235－7181
　上小地方事務所環境課　☎25－7134
　クリーンリサイクル係　☎63－6814

おいしいヘルシークッキング 119

まろやか味噌汁
（1人分：エネルギー 60kcal・塩分 1.1g）

❶煮干は頭と腹わたを取り、水に浸け、
一晩置く(夏場は冷蔵庫に入れる)。あ
くを取りながら弱火で煮立てないよう
に７～８分加熱し、こす。
❷人参は小さい乱切り、玉ねぎは薄切
り、えのきは石づきを切って半分の長
さに切る。
❸油揚げは油抜きをし短冊に切る。
❹①のだし汁で野菜を煮て味噌を溶き
いれる。
❺仕上げに豆乳を加えて煮立たせな
いうちに火を止める。
❻器に盛って万能ねぎをちらす。

作り方

ご 芳 志
　ご寄附いただき、ありがとうございました。厚くお礼申
し上げます。（平成28年11月に寄附をいただいたもので
す。）

◦八重原用水開発の祖黒澤嘉兵衛物語刊行委員会　様
　（黒澤嘉兵衛物語刊行本 市内小中学校へ 計15冊）

◦倉沢　紀武　様 （菅野圭介作 絵画２点）

◦荒井　まき子　様 （荒井まき子作 絵画１点）

　公表については、同意をいただいた方のみ掲載してい
ます。

●問い合わせ先　総務課　契約財産係　☎ 64－ ５８0５

減塩ポイント
　豆乳のコクで
美味しくいただ
けます。

  水 ..................450cc
  煮干 .................. 12g
味噌 .................... 30g
人参 .................... 60g
玉ねぎ ............... 100g
えのきだけ ........ 100g
油揚げ ................. 20g
豆乳 .................. 80cc
万能ねぎ ............. 20g

材　料（4人分）

　食品ロス（食べ残し）削減を目的に宴会の料理の食べ残し
を出さないよう呼びかける県の「宴会たべきりキャンペーン」
の名称が変更になりました。

　「30・10運動」とは、宴会が始まった最初の30分間と最
後の10分間は自分の席についてお料理を楽しみ、食品ロス
を減らそうという運動です。
　松本市が実施してきた運動の同名称が分かり易く、また県
内外に浸透しつつあるための変更です。実施期間は通年で、
特に宴会が多いと思われる時期を「30・10運動」のキャンペー
ン期間として重点的な周知に取り組みます。
　⃝夏　７月～９月
　⃝冬　12月・１月
　１月は「30・10運動」のキャンペーン実施期間です。新
年会のシーズンで宴席が増える時期となりますので、ご協力
をお願いします。

　外食時や宴会での料理の食
べ残し、家庭での食品ロス削
減に向けた取組協力店ステッ
カーを推進するため、飲食店
等の営業者で協力店に登録を
お考えいただける方は、下記
までお問い合わせをお願いし
ます。

残さず食べよう！
30・10（さんまる いちまる）運動

 No.142
なるほど The ごみ (gomi)

新名称 残さず食べよう！
 ３０・１０（さんまる いちまる）運動

「食べ残しを減らそう県民運動
　　　～e-プロジェクト～」
協力店を募集しています

協力店の目印のステッカー
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ートピックスー　地域の話題

　11月19・20日に、市の名産「シナノグルミ」をPRする「2016
くるみ祭り」（日本くるみ会議主催）が道の駅「雷電くるみ
の里」で開かれました。
　恒例の収穫されたくるみの品評会としげの里づくりの会主
催のくるみ料理・菓子コンテストの表彰式が行われ、会場で
は品評会とコンテストの入賞作品の展示に加え、数種類のく
るみの食べ比べ人気投票や東御市雇用創造協議会によるクル
ミデザートの試食など内容が盛りだくさん。会場は県内外か
ら訪れた皆さんで大いににぎわいました。

　11月23日、市総合福祉センターで音楽を楽しむ会スキッ
プの1５周年記念コンサートが開催されました。音楽を楽し
む会スキップは、障がいのある人たちが自分らしく音楽や
太鼓を楽しみ、余暇活動の充実やステージ発表を通した社
会参加を目的に2001年から活動する団体です。
　コンサートでは、和太鼓演奏のステージ発表や信州御牧
太鼓保存会との共演が行われ、一人ひとりの一生懸命な演
奏と仲間との共演に会場が一体となって盛り上がりました。

　11月23日、北国街道海野宿で恒例の「第26回海野宿ふれ
あい祭」（実行委員会主催）が開かれました。
　白鳥神社境内では、厳粛な雰囲気の中、装束を身にまとっ
た₄名の巫女が浦安の舞を披露。江戸時代の海野宿を再
現した時代衣装行列には、今年は上田城甲

かっちゅう

冑隊も参加し、
武士や町人などに扮

ふん

した市民と共に街道を練り歩きました。
　また、街道には多くの模擬店が立ち並び、名物のほうと
うやくるみおはぎが販売され、大勢の見物客でにぎわいま
した。

くるみの魅力をPR
2016くるみ祭り開催

音楽をともに楽しむ
スキップ15周年コンサート

江戸時代の宿場を再現
第26回海野宿ふれあい祭

▲くるみの味の人気投票

▲上田城甲冑隊も参加した時代衣装行列

▲成田さんによる講演会

▲みんなで楽しむ和太鼓演奏

　11月26日、市中央公民館で「第13回東御市障がい者福祉のつど
い」（実行委員会と市社会福祉協議会の共催）が開かれました。
　式典では、県身体障がい者文化芸術祭や県身体障がい者スポー
ツ大会で優秀な成績を収めた皆さんの紹介、広沢里枝子さんによ
る「越後ごぜ唄」の披露が行われました。
　式典後には、リオデジャネイロパラリンピック競泳日本代表の
成田真由美さんの講演会があり、成田さんは「障がい者や障がい
者スポーツを正しく理解する心のバリアフリーが大事。一人ひと
りの意識を変えていくきっかけになれば」と語りました。

誰もが参加できる社会の実現を！
障がい者福祉のつどい開催
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ートピックスー　地域の話題
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設
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総
会

　12月₃日、市中央公民館で木育講演会を開催しました。
「木育」とは生涯を通じて木とふれあい、木に親しみ、木から学び、
暮らしに木を取り入れる活動です。
　講演会では、木育活動を推奨する東京おもちゃ美術館館長の多田千
尋さんが講演。「幼少期に木や自然に触れると、様々なことに関心を
示すようになり、子どもの身体やこころの成長に大切だ」と語りました。
　講演後は、信州型自然保育、高齢者や信州外遊びネットワークの木
育活動などのシンポジウム、花岡市長も参加したパネルディスカッ
ションなど活発な意見交換がされました。

　12月₃日、市中央公民館で男の料理教室を開催しました。
　この教室は、男女共同参画啓発事業の一つとして、男性の家事参
画の機会を増やし、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）
を図るための取り組みです。
　今回は市食生活改善推進協議会の方々を講師に、クリスマスや年
末に向けたちらし寿司や茶わん蒸しなどの作り方を教わりました。
　参加者からは「難しそうだけど、意外に簡単にできた」「自分で
作れる料理のレパートリーが増えてよかった」といった声が聞かれ
ました。

木の温もりを感じよう
木育講演会開催

料理をつくる楽しさを
男の料理教室

▲₅つの方法を語る加瀬先生

▲調理のようす

▲多田館長による木育活動の講演

　11月26日、市中央公民館でやさしい男女共同参画セミナー「親
子で夫婦で楽しくコミュニケーションをとる₅つの方法」が一
般社団法人日本記念日協会代表理事の加瀬清志先生を講師に開
催されました。
　セミナーで加瀬先生は「親子や夫婦で笑う、₁つのことに一
緒に取り組む」といった₅つの方法を説明し、「当たり前のこ
とが難しい。意識してやることが大切だ」と述べ、参加者は普
段の生活にあてはめ、家族とのコミュニケーション等を見直す
きっかけにしていました。

自分の考えを見直すきっかけに
やさしい男女共同参画セミナー開催
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ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
F
M
と
う
み
は
キ
ラ

キ
ラ
な
方
達
ば
か
り
。
い
つ
も
笑
顔
で
助
け
て
く

だ
さ
り
、
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
す
。
自
分
も
ど
な

た
か
に
指
導
さ
せ
て
い
た
だ
く
立
場
に
な
っ
た
時
、

先
輩
方
の
様
に
振
る
舞
え
る
の
か
…
。
で
も
、
そ

う
な
っ
て
い
る
自
分
を
想
像
す
る
と
ワ
ク
ワ
ク
し

ち
ゃ
い
ま
す
♪

　

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
。
昔
の
日
本
は
善
玉
菌
、

悪
玉
菌
、
日ひ
よ
り
み

和
見
菌
、
す
べ
て
を
含
め
た
菌
の
レ

ベ
ル
が
と
て
も
高
か
っ
た
と
知
り
、
玄
米
を
発
酵

さ
せ
た
万
能
酵
母
液
や
k
o
m
b
c
h
a
（
紅

茶
キ
ノ
コ
）
等
を
発
酵
さ
せ
て
い
ま
す
。
麹
も
食

用
に
し
た
り
化
粧
水
に
し
た
り
と
大
活
躍
♪
昔
の

日
本
で
は
、
女
性
が
楽
々
持
て
る
重
さ
が
60
㎏
と

い
う
事
で
米
俵
が
１
俵
60
㎏
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
し
て
、
力
持
ち
な
の
は
女
性
で
男
性
は
飛ひ
き
ゃ
く脚
や

駕か

籠ご

が
物
語
っ
て
い
る
通
り
、
脚
力
が
と
て
も
強

か
っ
た
ら
し
い
の
で
す
。
と
い
う
訳
で
怪
力
を
夢

見
て
（
？
）
と
り
あ
え
ず
自
分
の
腸
内
フ
ロ
ー
ラ

か
ら
醸
し
中
で
す
。

　

は
じ
め
ま
し
て
。
11
月
か
ら
F
M
と

う
み
メ
ン
バ
ー
と
な
り
ま
し
た
成
澤
美
貴

と
申
し
ま
す
。
事
務
所
で
電
話
が
鳴
れ
ど

も
位
置
が
分
か
ら
ず
で
ア
タ
フ
タ
し
て
い

る
ド
新
人
で
す
。

　

東
御
市
に
嫁
入
り
し
て
12
年
。
転
居

届
を
出
し
た
時
は
ま
だ
ギ
リ
ギ
リ
東
部
町

で
し
た
。
住
め
ば
都
。
住
ま
な
く
て
も
都
。

東
御
市
大
好
き
♥
で
も
県
外
の
友
達
に
は

「
と
う
み
」
と
読
ん
で
も
ら
え
な
い
し
「
ど

こ
？
」
と
聞
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
…
。
そ

の
く
せ
し
て
「
ぶ
ど
う
送
っ
て
」
と
か
「
り

ん
ご
送
っ
て
」と
か
は
言
う
の
よ
ね
ー（
笑
）

　

ま
だ
ま
だ
ラ
ジ
オ
に
つ
い
て
は
語
れ
ま

せ
ん
の
で
好
き
な
こ
と
を
書
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ワ
ク
ワ
ク
と
キ
ラ
キ
ラ
が
好

き
で
す
。「
運
命
＝
人
脈
」
と
い
う
事
に

気
付
き
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
人
脈
を
辿
っ
て

行
っ
た
ら
F
M
と
う
み
と
出
会
っ
て
し

なるさわ・みき／東京都出身。
東御市在住。
印刷会社の営業および副業とし
て婚礼司会を経験。
３児の子育ての経験をいかし、
すくすく広場やみまき未来館の
情報も発信。
主な出演番組は「おらほの時間」

（金曜13時）

　「エフエムとうみ」のパーソナリティや
「とうみケーブルテレビ」のアナウンサーが、
自身の出演番組の魅力や日々の取材で感じ
たことなどをリレー方式で綴っていきます。

FM とうみ　パーソナリティ　成澤　美貴

よろしくお願いいたします
～いきなり「市報」はハードル高いですぅ（汗）の巻～

おらほの
スタジオ通信

Vol.10

市 報

●本文中の問い合わせにつきましては、特別な記載がない限り平日の開庁時間（午前 8 時30分〜午後 5 時15分）とさせていただきます。
　なお、問い合わせ先の市外局番（0268）は省略しています。

市のデータ編 集 後 記

　2017年は酉年。運気やお客
様を「取り」こむと言われてお
り、商売など非常に縁起がいい
そうです。私は皆さまの笑顔、
一生懸命な姿をどんどん「撮り」
たいです。今年もよろしくお願
いします。
 （市報担当　長岡）

市内交通事故統計 11月分
平成28年11月30日現在

当月分 累　計
（注1）

前年比

件 　 数 10件 138件 ＋ 6件

傷 　 者 13名 182名 ＋ 9名

死者（注2） 00名 1名 ＋ 1名

（注1）平成28年１月からの累計
（注2）事故発生後24時間以内の死者数

＝11月の火災・救急件数＝

火災 0件（ 19件）
救急 112件（1149件）

※カッコ内は平成28年1月からの累計

とうみの気象記録
（観測地点：東御消防署）

こちら119（東御消防署）人の動き（12月 1日現在）

平成28年11月 平成27年11月

最高気温 18.8℃（05日） 20.1℃（09日）

最低気温 −2.7℃（25日） −1.6℃（28日）

平均気温 6.3℃　 9.9℃

降 水 量 40.0㎜ 93.5㎜

※11月12～16日のデータが不具合により集計されて
おりません。ご了承下さい。

※カッコは前月対比 東御消防署　☎62－ 0119

たき火を実施する際は消防署へ連絡
し、 水バケツなどを用意しましょう。

世帯数
 11,829世帯（−18）
総人口
 30,598人（−36）
男 15,090人（−18）
女 15,508人（−18）

転入 68人
転出 67人
出生 15人
死亡 36人
その他 16人減
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市政・暮らしの情報を
分かりやすくお伝えします


